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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、慢性中枢神経疾患患者で嚥下障害の有無と血清サブスタンスP値との関係を検
討したものである。その結果、パーキンソン病における血清サブスタンスP値は、脳血管障
害および認知症と比べて有意に低値であることを認めた。また、嚥下障害を伴う例では血
清サブスタンスP値は、伴わなかった例と比べて有意に低下していた。血清サブスタンスP
値を経時的に観察すると、悪化群で有意な低下がみられ、改善群では上昇傾向が認められ
た。本研究の内容は、中枢神経疾患患者で血清サブスタンスP値と嚥下機能との関係を明ら
かにしたものであり、中枢神経疾患での患者管理の面で、明らかに学術水準を高めたもの
と認める。 
